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No. 5
対象計画 基本計画

意見のタイトル

【大綱3施策2】移住定住の促進
【大綱3施策3】道路・交通体系・河川の整備
【大綱4施策1】地域コミュニティ活動の充実
【大綱5施策4】にぎわいのある商業の振興
　総論は良いが、施策の具体的内容、効果及び悪影響についての検討内容を見たい。具体
的な内容が不明瞭であり、計画、重要度、優先順位が見えない。

意見の内容

・イオン周辺等は、道路は良くなり、更に片側2車線化が進んでいるが、信号も増えて(5か
　所/1km)、お金をかけて整備しても効果が小さく、常陸大宮市外への通勤効率が向上し
　ない。道路・交通体系・河川の整備は、費用－効果の見込みと実際の指標等を明確に
　し、過去の意思決定の問題点等を是正しうる根本対策が必要。
・町内会では、誰にでも班長、消防団、子供会、更に区長まで回ってくる可能性がある。
　班長は普通だが気づくと責任範囲が大きく、土地が安くても居住してはいけない地域性
　を有していると思われる。地域コミュニティ活動の効果及び悪影響の大きさをどのよう
　に把握しているのか、各地域の役職の責任と権限と選び方を明確にする等の根本対策が
　必要。
・実際に常陸大宮市での暮らしは、通勤時間、町内会行事と会社の板挟みで立場がどんど
　ん不利になり、都会または那珂、ひたちなか、日立、水戸市に住んでいた方が有利にな
　ることが明確である。市外から常陸大宮市に買い物に来る必要はない。常陸大宮市に住
　んで周囲の地域に通勤してもらうためには、道路を整備しても通勤時間を短縮できない
　といけないし、地域活動を強制してもいけない。
　過去を振り返り、何をしなければいけなかったのか？何故できなかったのか？を考えて、
　他市町村(常陸太田市や矢祭町等)や他の限界集落と比べて、施策の効果及びリスクを明確
　にしてコメントを募集してほしい。

意見に対する
市の考え方

　基本計画では、「政策プロジェクト」を設定し、優先的・重点的に取り組む施策等について、
施策の枠組を超え、横断的かつ総合的に取り組みを進めてまいります。また、本計画はまち
づくりにおける目指すべき方向や考え方などを明らかにするもので、具体的な取組などにつ
きましては、各分野における個別計画などにおきましてお示しをいたします。
　なお、道路・交通体系・河川の整備に限らず、本計画を効果的・効率的に推進するために、
施策の効果等について検証を行い、継続的な評価や改善による適切な進行管理に努めてまい
ります。
　その中で、基本計画の大綱3「自然と調和した快適で安全なまち」の施策3「道路・交通体系・
河川の整備」の取組において、国道・県道については、今後も国・県などに対して積極的な
要望活動を行い、整備を推進していくとともに、市道については、引き続き緊急性や必要性、
費用対効果など総合的な調査・検討を行ったうえで、計画的な整備と適切な維持管理を推進
してまいります。
　地域コミュニティについては、地域において住民相互の交流が行われている地域社会やそ
れらの住民の集団であり、自治組織や子ども会、まちづくり関連のNPO法人などの地域コ
ミュニティ活動は、地域の活力を維持・向上し、地域の特性を生かした魅力と活力ある地域
づくりを推進するとともに、市民同士のつながりや地域の一体感の醸成を図っております。
　特に自治組織である区や班は地域コミュニティの中心的な存在であり、地域の防災や防犯、
環境美化など様々な活動を支えております。
　しかしながら、人口減少や過疎化、個人の価値観の多様化などにより、地域を支える人材
が不足するなど一部の区や班においては、組織が弱体化して地域活動が困難な状況となって
おります。また、地区による事情によって異なりますが、ご意見の趣旨にあります区長や班
長などの職務の割り当てなど、区や班においてそれぞれの課題があります。
　区や班は任意で加入するものでありますが、防災や防犯、地域のコミュニティの形成等に
おいて、大変重要な役割を担っております。こうしたことから、市といたしましては、自治
組織への加入促進や自治組織の高揚を図るとともに、自治組織の役員の選任や運営・活動の
課題を整理し、これらの在り方について検討を行いながら、それぞれの自治組織の自主性や
独自性などに配慮したうえで、育成と支援に努めてまいります。
　人口減少、少子高齢化の要因の一つである都市部への人口流出(転出超過)は、本市におい
て課題であります。ご意見の趣旨にありますとおり、市全体で暮らしやすいまちづくりを進
め、市民が地域に誇りをもって住み続けられるように、社会基盤の整備や就業支援など本計
画における各種施策に取り組んでまいります。
　今後、市が策定する各種計画や施策に対して、市民の皆さまから意見を募集する際は、よ
り多くの方から意見を頂けるよう、わかりやすい資料づくりに努めるなど、工夫をしてまい
ります。
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